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アンドレ・ブルトンにおけるシュルレアリスムと現実


























































































ブルトンのテキストにおいて現実とは réalité であり超現実は surréalité であり、また『シュルレ
アリスム宣言』において「現実の生活」とは la vie réelle（下線原文）であり、また「現実世界」
とは monde réel となっているということである。réel（ réelle は女性形）は réalité の形容詞なの
であるが、名詞としても用いられ、ラカンの言う現実界は réalité ではなく réel である。辞書的
にはこれも現実と捉えることは可能であるが、現実的なもの、現実界と訳すことになるだろう。






































































































































































































































































ジャとの出会いを日記形式で毎日書き綴っていくのであるが、その記述が中断された 10 月 12
日（正確には 10 月 13 日も含むと思われるが）以降「ここにおいてこの死に物狂いの追求が終
わるということがあり得るのか。」（PI p.714）と書いた上でナジャとのことを反省的に捉えて
いくのだが、『ナジャ』の冒頭において「私は誰か。」（PI p.647）とブルトンが問い、初めて出
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